
Daigasグループのサステナビリティ推進体制とマネジメント
　Daigasグループの事業の拡大に伴い、お客さま、地域社会、株主・投資家、従業員など、私たちの事業が影響を及ぼすステークホルダーの範囲もさらに広がっていきます。
　私たちの事業が社会や環境に与える影響を認識し、それに配慮しながら事業活動を行っていくため、サステナビリティ推進体制を構築し、社内外のステークホルダーと対話を行い、
当社グループに対する社会の期待や要請を的確に把握できるように努めています。
　また、2014年度からは社外有識者の方々のご意見を伺いながら、重要課題（マテリアリティ）の特定を行い、社会的課題の解決と持続的な経済成長を目指してサステナビリティ活動
を進めています。

「自社グループの将来の財
務インパクト」は、グループ
内の関係組織とビジネスド
メインごとに2030年度の
目指す姿、課題、リスクを検
討。「社会・環境へのインパ
クト」については外部有識
者の意見を踏まえて検討

「自社グループの将来の財
務インパクト」「社会・環境
へのインパクト」双方の各
項目のインパクトをリスク
と機会の両面で検討し、重
要度をスコアリングしマテ
リアリティを特定

特定したマテリアリティを踏
まえて当社グループの憲章
等の改定を行い、「Daigas
グループ企業行動憲章」を
体現しサステナブルな社会
の実現に貢献する取り組み
指標として、中期経営計画
とともに取締役会に上程し
承認をもって決定

■ インパクト評価表

■ サステナビリティ推進体制（2023年4月1日現在）

・循環型経済（原材料の利用）
・政治献金
・生物多様性
・水の適正利用

・労働安全衛生
・（新興国の）地域経済の発展
・顧客・消費者への情報提供
・汚染防止・化学物質
・税金
・倫理的行動
・雇用の確保
・結社の自由・団体交渉権

・気候変動
・顧客の安全衛生
・サービスの安定供給
・顧客基盤の維持・拡大
・地域コミュニティとの共生
・顧客満足・サービス
  品質の向上
・サプライチェーン
  マネジメント
・コンプライアンス
・従業員エンゲージメント
・従業員の能力開発
・ダイバーシティ&
  インクルージョン
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最重要

委員長：ESG推進統括
ESG推進委員会

代表取締役社長

ESG推進会議（経営会議）

取締役会

社会貢献部会環境部会 コンプライアンス・リスク管理部会

グローバルリスク、事業環
境の変化、事業を通じた
SDGsへの貢献において、
GRIスタンダード等を参考
に当社グループにとっての
「社会・環境へのインパク
ト」「自社グループの将来
の財務インパクト」項目を
リスト化
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サステナビリティ推進体制とガバナンス

マテリアリティの特定

　当社グループでは、サステナビリティ活動を統括する役員「ESG推進統括」（代表取締役副社長）
を委員長とし、関連する組織長等を委員とする「ESG推進委員会」を設置し、組織横断的にサス
テナビリティ活動の調整・推進を行っています。ESG経営における重要課題（マテリアリティ）と
指標および目標の設定、実績状況等については、「ESG推進会議（経営会議）」にも上程し、審議
を実施しています。そのうえで、サステナビリティ活動の重要な事項を取締役会に諮り、意思決
定ならびに監督を行っています。
　また、「環境部会」「社会貢献部会」「コンプライアンス・リスク管理部会」の会議体を設置し、連
携を図っています。

　当社グループは「中期経営計画2023」 策定に際し、マテリアリティを新たに特定しました。事
業環境の変化やサステナビリティ関連の社会動向を踏まえた中長期的な「社会・環境へのインパ
クト」項目と「自社グループの将来の財務インパクト」項目を抽出しました。各項目でインパクトを
検討し、「社会・環境へのインパクト」については外部有識者の意見をいただきました。
　評価結果のマッピングは右図のとおりです。特に重要性が高いと考える図の1部分を「マテリ
アリティ」として特定しています。
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